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●
は
じ
め
に

　
障
害
者
権
利
条
約
は
、
二
〇
〇
七
年

三
月
三
〇
日
に
署
名
の
た
め
に
開
放
さ

れ
た
。
タ
イ
は
同
日
に
障
害
者
権
利
条

約
に
署
名
し
、
翌
二
〇
〇
八
年
七
月
二

九
日
に
批
准
し
た
。

障
害
者
権
利
条
約
の
起
草
過
程
に
お

い
て
、
障
害
当
事
者
が
タ
イ
の
政
府
代

表
者
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

た
。
そ
し
て
国
際
舞
台
で
の
活
躍
は
、

そ
の
ま
ま
批
准
の
た
め
の
国
内
法
の
整

備
の
場
面
で
も
見
ら
れ
た
。
障
害
者
権

利
条
約
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
が
、

国
内
法
の
起
草
に
お
い
て
活
か
さ
れ
た
。

障
害
者
権
利
条
約
へ
の
対
応
の
た
め

に
、
い
く
つ
か
の
法
令
が
改
正
さ
れ
、

ま
た
新
規
に
立
法
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
特
に
重
要
な
の
が
、
タ
イ
の
障

害
者
関
連
立
法
の
中
の
基
本
法
と
し
て

の
位
置
を
占
め
る
、
障
害
者
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
法
で
あ
る
。
タ
イ
が
障
害

者
権
利
条
約
に
署
名
し
た
二
〇
〇
七
年

に
公
布
さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、
障
害
者

権
利
条
約
に
対
応
し
て
、
障
害
者
の
権

利
に
つ
い
て
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
障
害
者

権
利
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
、
障
害

者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
の
概
要
を
見

て
い
く
。

● 

障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法

の
概
要
と
障
害
者
の
権
利

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
は
、

障
害
者
を
対
象
と
し
た
最
初
の
法
律

で
、
一
九
九
一
年
に
出
さ
れ
た
、
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
を
引
き
継

ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
障
害
者
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
の
出
現
は
、
そ
れ
ま

で
障
害
者
の
た
め
の
法
律
が
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
状
況
に
お
い
て
は
画
期
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
二
〇

条
と
簡
素
で
あ
り
、
障
害
者
が
直
面
す

る
様
々
な
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
う
え
に
、
規
定
内
容
に
つ
い
て

条
文
上
実
効
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
た
障
害
者
を
保
護
の
対
象

と
し
て
見
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ペ
ア
メ

ン
ト
の
み
に
着
目
し
た
規
定
の
仕
方
で

あ
り
、大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。

そ
し
て
、
障
害
者
権
利
条
約
に
対
応
す

る
も
の
で
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
そ
こ
で
、
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
法
を
抜
本
的
に
改
正
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
成
果
が
障
害
者
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
で
あ
る
。
同
法
の
起

草
理
由
と
し
て
は
、
制
定
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
社
会
開
発
人

間
安
全
保
障
省
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

つ
ぎ
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第

一
に
、
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

法
が
施
行
後
長
期
間
が
経
過
し
、
社
会

の
実
情
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
、
第

二
に
、
障
害
者
の
権
利
・
利
益
を
増
進

す
る
た
め
、
第
三
に
、
障
害
者
に
対
す

る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
改
正
理
由
に
基
づ
き
制
定
さ
れ

た
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
は
、

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
と
比

較
し
て
よ
り
充
実
し
た
内
容
を
持
っ
て

い
る
。

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
は
、

全
四
五
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
が
二
〇
条

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
大
幅

な
増
加
で
あ
る
。
規
定
さ
れ
て
い
る
項

目
は
、名
称
、定
義
、委
員
会
、差
別
禁

止
、障
害
者
登
録
、障
害
者
の
権
利
、基

金
、障
害
者
雇
用
な
ど
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
重
要
点
に
絞
っ
て
内
容
を
見
て
い
く
。

一
、
障
害
者
の
定
義

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
の
内

容
で
あ
る
が
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、

障
害
者
の
定
義
で
あ
る
。障
害
者
と
は
、

「
視
覚
、
聴
覚
、
動
作
、
伝
達
、
精
神
、

情
緒
、
行
動
、
知
能
、
知
識
に
お
け
る

障
害
ま
た
は
そ
の
他
の
障
害
と
、
様
々

な
困
難
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
日

常
生
活
ま
た
は
社
会
参
加
を
す
る
う
え

で
何
ら
か
の
制
限
を
有
し
、
か
つ
非
障

害
者
と
同
様
に
日
常
生
活
ま
た
は
社
会

参
加
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
特
別
に

様
々
な
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
な

個
人
」
で
あ
る
（
第
四
条
一
号
）。
ち

な
み
に
、
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
法
で
は
、「
省
令
で
規
定
さ
れ
た
分

西
澤
希
久
男

タ
イ
に
お
け
る
障
害
者
権
利
条
約
へ
の

対
応
と
国
内
法
整
備

　
―
二
〇
〇
七
年
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
に
つ
い
て
―
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類
に
し
た
が
い
身
体
、
知
能
、
精
神
面

で
異
常
ま
た
は
障
害
を
有
す
る
者
を
い

う
」、と
規
定
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
は
、

イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
の
要
素
の
み
に
注
目

し
た
規
定
の
仕
方
で
あ
り
、
典
型
的
な

医
学
モ
デ
ル
観
に
基
づ
い
た
障
害
者
観

で
あ
る
。
他
方
、
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
法
で
は
、
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
を

原
因
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
要
素
と
相

ま
っ
て
生
活
を
送
る
う
え
で
制
限
を
有

す
る
と
い
う
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
と
社
会
の

相
互
作
用
の
観
点
か
ら
障
害
者
を
見
て

お
り
、
社
会
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
障
害

者
観
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。

二
、
差
別
禁
止

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
を
起

草
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
た
の
は
、
障
害
に
基
づ
く
差
別
禁

止
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
差
別
禁
止

は
、
障
害
者
権
利
条
約
に
お
い
て
も
重

要
な
論
点
で
あ
る
。
障
害
に
基
づ
く
差

別
禁
止
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
に
お
い
て
は
規
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
憲
法
の
人

権
部
分
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
な
い
ま

ま
で
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
憲

法
か
ら
は
、差
別
禁
止
条
項
に
「
障
害
」

の
文
字
が
加
え
ら
れ
、
明
確
に
障
害
に

基
づ
く
差
別
が
憲
法
上
禁
止
さ
れ
た

（
憲
法
第
三
〇
条
三
項
）。

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
は
、

障
害
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
を
明
確
に

規
定
し
た
。
そ
こ
で
は
、
国
等
の
公
共

団
体
、
民
間
団
体
、
ま
た
は
個
人
に
か

か
る
政
策
、
規
則
、
措
置
、
計
画
ま
た

は
実
行
に
よ
る
、
障
害
者
に
対
す
る
不

当
な
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
（
第
一
五

条
一
項
）。
ま
た
、
第
一
項
に
定
め
ら

れ
た
障
害
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
行

為
と
は
、
障
害
者
に
対
す
る
直
接
的
な

差
別
の
意
図
が
存
す
る
か
否
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
作
為
ま
た
は
不
作

為
の
行
為
を
含
み
、
障
害
を
理
由
と
し

て
、本
来
障
害
者
が
享
受
す
べ
き
権
利
・

利
益
が
結
果
と
し
て
侵
害
さ
れ
て
い
る

も
の
を
指
す
（
同
条
二
項
）。
結
果
と

し
て
障
害
者
の
権
利
・
利
益
が
侵
害
さ

れ
て
い
れ
ば
差
別
が
成
立
す
る
の
で
、

間
接
差
別
も
含
む
定
義
で
あ
る
。
し
か

し
例
外
も
存
在
し
て
い
る
。
科
学
、
伝

統
知
識
ま
た
は
公
益
の
た
め
か
ら
生
じ

る
差
別
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
状
況
に

合
わ
せ
て
必
要
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
差
別
と
は
見

な
さ
れ
な
い
（
同
条
三
項
）。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
行
為
者

は
障
害
者
の
権
利
ま
た
は
利
益
を
救

済
、
保
護
す
る
た
め
の
可
能
か
つ
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
同
）。

　
差
別
禁
止
を
謳
う
だ
け
で
は
な
く
、

差
別
を
受
け
た
障
害
者
の
救
済
に
関
す

る
規
定
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
六

条
は
、
第
一
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

差
別
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
受
け
る
恐

れ
の
あ
る
者
は
、
国
家
障
害
者
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
委
員
会
に
対
し
て
、
か
か

る
行
為
の
取
消
し
、
ま
た
は
禁
止
を
求

め
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

す
る
（
第
一
六
条
一
項
）。
一
項
に
基

づ
い
て
委
員
会
に
対
し
て
行
為
取
消
命

令
を
求
め
る
請
求
を
し
て
も
、
裁
判
所

に
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
は
妨
げ

ら
れ
な
い
（
同
条
二
項
）。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
所
は
、
故
意
ま

た
は
重
過
失
に
よ
り
差
別
行
為
を
行
っ

た
者
に
対
し
て
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を

課
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る

（
同
）。

　
救
済
手
段
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
障
害
者
ま
た
は
障
害

者
の
保
護
者
は
、
法
律
の
知
識
や
経
済

的
な
安
定
が
不
十
分
な
場
合
が
多
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
障
害

者
自
身
ま
た
は
保
護
者
だ
け
で
委
員
会

に
対
し
て
差
別
行
為
の
停
止
等
を
求
め

る
請
求
や
、
裁
判
所
に
対
し
て
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
こ
で
差

別
を
受
け
た
障
害
者
が
関
係
す
る
障
害

者
団
体
は
、
障
害
者
を
代
理
し
て
委
員

会
ま
た
は
裁
判
所
に
行
為
の
取
消
等
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
七
条

一
項
）。
ま
た
費
用
に
関
し
て
言
え
ば
、

障
害
者
自
身
ま
た
は
障
害
者
団
体
に
よ

る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
訴
訟
費
用
は
免

除
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）。
救
済
の
実

質
化
を
図
る
上
で
、
障
害
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
障
害
者
団
体
に
代
理
を
認

め
る
と
と
も
に
訴
訟
費
用
も
免
除
す
る

こ
と
は
、
障
害
者
へ
の
救
済
手
段
に
対

す
る
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
一
環
と
い

え
る
。

三
、
障
害
者
の
権
利

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
で

は
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
、

介
助
者
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
権
利
、

利
益
に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
〇
条
一
項
は
、
障
害
者
が
公
的
な

便
益
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
す
る
権
利

に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス

し
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
と

な
る
公
的
な
便
益
は
、
一
〇
項
目
に
わ

た
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、

医
療
行
為
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス（
一
号
）。
第
二
に
、
国
家

教
育
ま
た
は
国
家
教
育
計
画
に
関
す
る

法
律
に
従
っ
た
教
育（
二
号
）。第
三
に
、

就
業
、
標
準
サ
ー
ビ
ス
、
労
働
者
保
護
、
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雇
用
安
定
措
置
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
三
号
）。
第
四
に
、
非

障
害
者
と
平
等
に
、
社
会
、
経
済
、
政

治
活
動
に
お
い
て
、
完
全
か
つ
効
率
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
、参
加
す
る
こ
と（
四

号
）。第
五
に
、公
的
な
政
策
、マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
計
画
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
活

動
、
開
発
、
生
活
必
需
品
、
法
的
扶
助
、

弁
護
の
た
め
の
法
律
家
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
援
助
す
る
こ
と
（
五
号
）。
第
六
に
、

情
報
、
報
道
、
通
信
、
遠
距
離
通
信
、

情
報
技
術
、
す
べ
て
の
種
類
の
障
害
者

の
た
め
の
情
報
・
通
信
手
段
（
六
号
）。

第
七
に
、手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス（
七
号
）、

第
八
に
、
介
助
動
物
、
介
助
器
具
等
を

移
動
中
の
乗
物
、
ま
た
は
滞
在
中
の
場

所
に
同
行
・
持
参
す
る
権
利
、
ま
た
か

か
る
場
合
に
お
い
て
、
障
害
者
自
身
が

公
共
の
便
益
を
無
料
で
享
受
し
、
か
つ

同
行
・
持
参
し
た
介
助
動
物
、
介
助
器

具
等
に
対
す
る
追
加
料
金
を
免
除
さ
れ

る
権
利
（
八
号
）。
第
九
に
、
障
害
者

特
別
手
当
を
受
領
す
る
こ
と
（
九
号
）、

最
後
に
、
住
環
境
の
改
修
、
そ
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
（
一
〇
号
）。

　
そ
の
他
に
も
障
害
者
の
権
利
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
保
護

者
が
い
な
い
障
害
者
は
、
住
居
と
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
を
有
し
（
同

条
三
項
）。
ま
た
、
税
金
の
減
免
を
受

け
る
権
利
も
有
す
る
（
同
条
五
項
）。

　
さ
て
、
障
害
者
に
対
し
て
権
利
が
認

め
ら
れ
、
障
害
者
自
身
が
社
会
に
お
い

て
活
動
を
す
る
際
に
、
保
護
者
、
介
助

者
の
役
割
は
大
き
い
。
彼
ら
自
身
の
経

済
状
況
が
不
安
定
で
、
障
害
者
に
関
す

る
知
識
、
理
解
が
不
足
し
て
い
た
と
し

た
ら
、
障
害
者
の
自
立
、
社
会
統
合
は

困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
身
近
な
存
在
で

あ
る
、
保
護
者
、
介
助
者
の
権
利
に
つ

い
て
も
定
め
て
い
る
。

　
ま
ず
保
護
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

保
護
者
は
、
自
立
す
る
た
め
に
、
相
談
、

助
言
、
技
術
訓
練
、
ケ
ア
、
教
育
、
生

計
、
就
職
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る（
同
条
四
項
）。ま
た
、

税
金
の
減
免
を
受
け
る
権
利
も
有
す
る

（
同
条
五
項
）。
介
助
者
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
が
定
め
た
規
則
に
従
い
、
サ
ー

ビ
ス
料
、
手
数
料
の
減
免
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
（
同
条
二
項
）。

　
こ
の
第
二
〇
条
で
定
め
ら
れ
た
便
益

に
対
し
て
障
害
者
が
ア
ク
セ
ス
し
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
民
間

人
が
、障
害
者
に
対
し
て
、
同
条
に
定

め
ら
れ
た
便
益
を
提
供
し
た
場
合
に

は
、
税
金
の
減
免
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る（
同
条
六
項
）。

四
、
雇
用

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
に
お

い
て
は
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
が
一
つ

の
大
き
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
雇
用
促
進
の
役
割
を
担
う
省
庁
と

し
て
、
労
働
省
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
さ
て
、
同
法
は
、
障
害
者
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
に
、
民
間
事

業
者
、
国
の
諸
機
関
に
対
し
て
、
労
働

省
令
で
定
め
た
一
定
割
合
で
の
障
害
者

の
雇
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
第
三
三

条
）。
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

法
で
は
、
義
務
対
象
者
は
、
民
間
事
業

者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
（
第
一
七

条
）、
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法

で
は
国
の
諸
機
関
に
も
対
象
が
拡
大
さ

れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
一
層
の
雇
用
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。
障
害
者
の
雇
用
割

り
当
て
に
つ
い
て
は
、
現
在
二
〇
〇
人

に
一
人
の
割
り
当
て
で
あ
る
。こ
れ
は
、

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
時
代

に
出
さ
れ
た
労
働
省
令
に
基
づ
い
て
い

て
い
る
。
タ
イ
に
お
け
る
法
律
の
施
行

の
問
題
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
施
行
細
則
の
制
定
が
遅
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
障
害
者
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
法
に
お
い
て
も
見
ら
れ

る
。
施
行
か
ら
約
三
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
旧
法
下

で
出
さ
れ
た
省
令
に
基
づ
い
て
運
用
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
六

月
二
二
日
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
よ
う

や
く
雇
用
割
り
当
て
の
比
率
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
行
の
二
倍
で

あ
る
、
一
〇
〇
人
に
一
名
の
割
り
当
て

と
な
っ
た
。
現
在
、労
働
省
に
お
い
て
、

閣
議
決
定
に
基
づ
く
省
令
の
作
成
が
進

行
中
で
あ
る
。

　
定
め
ら
れ
た
割
合
の
障
害
者
を
雇
用

で
き
な
い
場
合
の
た
め
に
、
二
種
類
の

対
応
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一

は
、
第
二
三
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基

金
に
対
し
て
拠
出
金
を
支
払
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
民
間
業
者
だ

け
に
課
さ
れ
る
対
応
措
置
で
あ
り
、
国

の
諸
機
関
に
は
課
さ
れ
て
い
な
い
（
第

三
四
条
一
項
）。
第
二
は
、
障
害
者
に

対
し
て
、
物
品
の
販
売
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
許
可
し
、
か
か
る
事
業
を

行
う
場
所
を
提
供
し
、
ま
た
は
一
時
雇

用
を
し
、
ま
た
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
そ

の
他
援
助
を
す
る
こ
と
で
あ
る
（
第
三

五
条
）。
こ
の
場
合
に
は
、
国
の
諸
機

関
も
含
ま
れ
る
。
他
に
、
基
金
へ
の
拠

出
を
し
な
い
事
業
者
に
対
し
て
、
委
員

会
事
務
局
長
は
、
書
面
に
よ
り
事
業
者

財
産
の
差
押
命
令
を
発
布
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
第
三
六
条
一
項
）

　
さ
ら
に
障
害
者
の
雇
用
に
関
係
し

て
、
国
家
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

委
員
会
事
務
局
は
、
第
三
三
条
か
ら
三

五
条
の
規
定
の
遵
守
、
違
反
、
無
視
に

関
す
る
情
報
を
年
一
回
以
上
公
表
す
る

（
第
三
九
条
一
項
）。
か
か
る
情
報
は
、

民
間
事
業
者
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
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く
、
国
の
諸
機
関
に
つ
い
て
も
公
表
対

象
と
な
る
。
こ
の
規
定
は
、日
本
の「
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」
の
第
四
七
条
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
法

と
大
き
く
違
う
の
は
、公
表
が
「
義
務
」

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
障
害
者
の
雇
用
を
義
務
づ
け
る
だ
け

で
は
、
な
か
な
か
雇
用
増
加
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
や
は
り
事
業
者
に
障
害
者

を
雇
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
事
業

者
に
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
措
置

が
税
の
減
免
措
置
で
あ
る
。
障
害
者
を

雇
用
し
た
、
ま
た
は
拠
出
金
を
支
払
っ

た
こ
と
に
よ
り
基
金
に
貢
献
し
た
事
業

者
は
、
法
律
の
定
め
に
従
い
、
一
定
割

合
で
税
金
が
免
除
さ
れ
る
（
第
三
四
条

三
項
）。
さ
ら
に
、
年
間
一
八
〇
日
間

以
上
、
全
従
業
員
の
六
〇
％
を
超
え
る

割
合
で
障
害
者
を
雇
用
し
た
事
業
者

は
、
税
金
が
全
額
免
除
と
な
る
（
第
三

八
条
）。

五
、
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
に

み
る
障
害
者
の
権
利

　
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
に
お

い
て
は
、
前
法
の
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る

条
項
が
多
数
規
定
さ
れ
た
。
第
一
五
条

以
下
の
差
別
禁
止
の
他
、
特
徴
的
な
の

は
、
第
二
〇
条
に
お
い
て
、
障
害
者
が

有
す
る
、
ア
ク
セ
ス
・
利
用
権
が
独
立

に
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
規
定
内

容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
に
お
い
て
も
、
障

害
者
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
第
二
〇
条

の
一
号
、
二
号
、
三
号
、
四
号
に
類
す

る
規
定
は
存
在
し
た
。
障
害
者
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
法
は
そ
れ
に
加
え
て
、
政

策
、
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
五
号
）、

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
六
号
）、
手
話

通
訳
（
七
号
）、
介
助
動
物
・
機
器
等

の
同
行
・
持
参
や
施
設
等
の
無
償
利
用

に
つ
い
て
の
権
利
（
八
号
）、
障
害
者

特
別
手
当（
九
号
）、住
環
境
の
改
修（
一

〇
号
）
を
追
加
し
て
規
定
し
て
、
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
障
害

者
権
利
条
約
の
起
草
の
際
に
、
後
に
追

加
し
て
規
定
さ
れ
た
手
話
通
訳
に
つ
い

て
も
、
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ

い
て
も
、
通
常
訴
訟
に
加
え
て
、
障
害

者
が
被
っ
た
差
別
の
停
止
等
を
請
求
す

る
場
合
も
特
別
に
規
定
し
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
障
害
者
や

そ
の
保
護
者
の
能
力
上
の
問
題
を
考
慮

し
て
、
関
係
障
害
者
団
体
に
代
理
訴
訟

を
認
め
て
い
る
の
も
、
権
利
の
実
質
化

の
一
側
面
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
実
質
化
に
つ
い
て
言
え
ば
、
障
害
者

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
法
に
定
め
ら
れ
た

内
容
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
ア
メ
と

ム
チ
」
を
用
意
し
て
い
る
。「
ア
メ
」

と
し
て
は
、
障
害
者
を
雇
用
し
た
場
合

な
ど
に
お
け
る
税
の
減
免
で
あ
る
。
他

方
、「
ム
チ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

懲
罰
的
損
害
賠
償
の
他
に
、
法
律
遵
守

状
況
の
公
表
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
律

に
定
め
ら
れ
た
と
お
り
に
障
害
者
を
雇

用
し
た
り
、
拠
出
金
を
納
付
し
た
り
、

活
動
場
所
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、

会
社
名
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

起
草
関
係
者
は
、事
業
者
に
与
え
る「
ム

チ
」
を
準
備
し
て
、
法
律
の
遵
守
を
確

保
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
社
会
的
信

用
の
失
墜
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
う
え
で

重
要
な
「
罰
」
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の

不
遵
守
企
業
名
公
表
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
タ
イ
に
お
け
る
不
遵
守

企
業
名
の
公
表
の
特
徴
と
し
て
は
、
公

表
が
義
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
当
初
は
公
表
の
回
数
に
つ
い
て
の

記
述
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
起
草
過
程

に
お
い
て
、
そ
れ
で
は
実
際
に
公
表
さ

れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
の
疑
問

が
呈
さ
れ
た
。
単
に
公
表
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
と
、
五
年
も
一
〇
年
も
公

表
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、「
す
く

な
く
と
も
年
一
回
」
と
い
う
文
言
の
追

加
が
主
張
さ
れ
、
挿
入
さ
れ
た
。
こ
の

挿
入
に
よ
り
、
実
質
的
に
年
一
回
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
、
参
考
と
し

た
日
本
法
と
は
性
格
が
異
な
る
も
の
と

な
っ
た
。

●
お
わ
り
に

　
タ
イ
は
、
障
害
者
権
利
条
約
を
署
名

開
放
日
に
署
名
し
、
署
名
後
一
年
半
も

か
か
ら
ず
に
批
准
に
至
っ
た
。
障
害
当

事
者
が
、
政
府
代
表
と
し
て
活
躍
し
、

ま
た
批
准
の
た
め
の
国
内
法
整
備
に
お

い
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
法
分
野
に
お
け
る
障
害
者
自
身

の
取
組
は
、特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
部
の
障
害
当
事
者
に
限
ら

れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
タ
イ
人

障
害
者
が
制
定
過
程
に
お
い
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
障
害
者
権
利
条
約

も
、
タ
イ
国
内
で
の
関
心
は
高
い
も
の

と
は
言
え
な
い
。
今
後
は
、
障
害
者
だ

け
で
な
く
、
非
障
害
者
に
対
し
て
、
障

害
者
権
利
条
約
と
そ
れ
に
対
応
し
た
各

種
の
国
内
法
の
周
知
徹
底
が
必
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
障
害
者
権
利
条
約
の
署

名
・
批
准
は
、
最
終
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。

ま
だ
ま
だ
進
み
続
け
な
け
れ
ば
な
な

い
。
タ
イ
の
お
け
る
障
害
者
の
権
利
保

障
と
進
展
た
め
の
取
組
を
今
後
も
追
い

続
け
た
い
。

（
に
し
ざ
わ

　
き
く
お
／
高
知
短
期
大
学

准
教
授
）


